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本機を正しくお使いいただくために、ご使用前に『安全上のご注意』と『使用上のご注意』（『安全上のご注意』チラシ）をよくお読みください。お読みになったあとは、すぐに見られるところに保管して
おいてください。

はじめに
※	TR-08は電池またはUSBバス電源で動作します。電池で使用するときは、電池の向きに注意して、単 3
電池を4本入れてください。

※	電池の使いかたを間違えると、破裂したり、液漏れしたりする恐れがあります。「安全上のご注意」「使用
上のご注意」（『安全上のご注意』チラシ）に記載の電池に関する注意事項を守って正しくお使いください。

※	本機を裏返すときは、破損を防ぐためボタンやつまみなどを保護してください。また、落下や転倒を引き
起こさないよう取り扱いに注意してください。

※	電池が消耗すると画面に「Bt.Lo」と表示されます。新しい電池と交換してください。

Boutique Dock DK-01（付属品）と組み合わせて使う
&	取り付け／取り外し／角度の調節については、DK-01 の取扱説明書をご覧ください。

MIDI や USB で鳴らす
TR-08は、MIDIや USBで演奏することもできます。詳しくは「機器の接続」をご覧ください。

機器の接続
※	他の機器と接続するときは、誤動作や故障を防ぐため、必ずすべての機器の音量を絞り、すべての機器
の電源を切ってください。
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A Micro USB（O）端子
市販のUSB2.0ケーブル（A-microBタイプ）でパソコンに接続
します。USB	MIDIとUSBオーディオの情報をやりとりすること
ができます。パソコンに接続するにはUSBドライバーをインストー
ルする必要があります。USBドライバーは、ローランドのホーム
ページからダウンロードしてください。詳しくは、ダウンロードしたファイルにあるReadme.htmをお読
みください。
& https://www.roland.com/jp/support/

※	充電専用のマイクロUSBケーブルは使用しないでください。データ通信ができません。

B ［VOLUME］つまみ
音量を調節します。

C PHONES 端子
ヘッドホン（別売）を接続します。

D OUTPUT 端子
アンプやモニター・スピーカーに接続します。

E MIX IN 端子
オーディオ入力端子です。接続した機器の音が、OUTPUT端子とPHONES 端子から出力されます。

F MIDI 端子
市販のMIDI ケーブルでMIDI 機器を接続すると、TR-08とMIDI
機器を同期演奏できます。

電源を入れる

G ［POWER］スイッチ
電源をオン／オフします。

※	正しく接続したら、必ず本機→接続した機器の順に電源を入れてください。手順を間違えると、誤動作を
したり故障したりすることがあります。電源を切るときは、接続した機器→本機の順に電源を切ってくだ
さい。

※	電源を入れる／切るときは、音量を絞ってください。音量を絞っても電源を入れる／切るときに音がする
ことがありますが、故障ではありません。

工場出荷時の設定に戻す（ファクトリー・リセット）
TR-08を、工場出荷時の状態に戻します。

1. ［2］ボタンを押しながら、電源を入れます。
［TAP］ボタンが点滅します。
ファクトリー・リセットをキャンセルするときは、電源を切ります。

2. ［TAP］ボタンを押して、ファクトリー・リセットを実行します。

3. すべてのボタンが点滅したら、TR-08 の電源を入れ直します。

データ・バックアップ／リストア

バックアップ
1. TR-08 とパソコンを USB ケーブルで接続します。

2. ［START/STOP］ボタンを押しながら電源を入れます。
ドライブの準備に1分程度かかります。準備の進み具合は、STEP	NO［1］～［16］インジケーターで
確認することができます。

3. パソコンで「TR-08」ドライブを開きます。
「TR-08」ドライブの「BACKUP」フォルダー内にバックアップ・ファイルがあります。

4. バックアップ・ファイルをパソコンへコピーします。

5. コピーが完了したら、パソコン上で USBドライブの取り出しをします。

Windows 10/8/7
「TR-08」アイコンを右クリックして「取り出し」を実行します。

Mac OS
「TR-08」アイコンをドックにあるゴミ箱アイコンにドラッグします。

6. 電源をオフにします。

リストア
1. 「バックアップ」の 1 〜 3 の手順で、パソコンで「TR-08」ドライブを開きます。

2. 「TR-08」ドライブの「RESTORE」フォルダー内にバックアップ・ファイルをコピーします。

3. コピーが完了したら、パソコン上で USBドライブの取り出しをして、［TAP］ボタンを押します。

4. LED の点滅が完全に終わってから、電源をオフにします。

各部の名称とはたらき
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1 ディスプレイ／ TEMPO セクション
現在のテンポがディスプレイに表示されます。

操作子 説明
［TEMPO］ダイ
ヤル

テンポを変更します。

［BANK］
（TEMPO/
SHUFFLE）ボタン

［BANK］ボタンを押しながら［1］～［16］ボタンでバンクを選びます。
［BANK］ボタンは押したまま、もう一度［1］～［16］ボタンでナンバー
を選びます。
※	ナンバーを指定せずに［BANK］ボタンを離すと、直前のパターンのままに
なります。

［FINE］（VALUE）
つまみ

テンポを細かく変更します。
［BANK］ボタンを押して小数点表示に切り替えることもできます。
［BANK］ボタンを押しながらつまみを回すと、シャッフル（跳ね）具合を
調節します。

2 モード・スイッチ／セレクト・スイッチ／［CLEAR］ボタン

操作子 説明

モード・スイッチ

PATTERN CLEAR
リズム・パターンを消去するモードです。
PATTERN WRITE 1st PART
1st パートに書き込みをするモードです。
PATTERN WRITE 2nd PART
2ndパートに書き込みをするモードです。
MANUAL PLAY
手動でプレイするモードです。
PLAY
コンポーズしたリズム・トラックをプレイするモードです。
COMPOSE
リズム・トラックをコンポーズするモードです。

セレクト・スイッチ

インストを選びます。
AC（ACCENT）、BD（BASS	DRUM）、SD（SNARE	DRUM）、
LT（LOW	TOM）、MT（MID	TOM）、HT（HI	TOM）、
RS（RIM	SHOT）、CP（HAND	CLAP）、CB（COWBELL）、
CY（CYMBAL）、OH（OPEN	HIHAT）、CH（CLS'D	HIHAT）

［CLEAR］ボタン 録音した内容をインストごとに消去したり、リズム・パターンを削除したり
します。

3 TRIGGER OUT セクション

操作子 説明

TRIGGER OUT
端子

TRIGGER	OUT端子からは、トリガー・パルスが出力されます。ミニ・プ
ラグ（モノ）で接続した外部機器を、コントロールすることができます。
※	「ステレオ・ミニ・プラグ」のケーブルは使用しないでください。正しく動作し
ません。

TRIGGER OUT ボ
タン

トリガー・アウトのステップ・ライト入力やタップ・ライト入力をするときに
使います。

4 ［ACCENT］つまみ
アクセントの強さを調節します。

5 INST エディット・セクション
インストの音質を調節します。
1つのパターンで11種類のインスト（BD～CH）を使うことができます。

操作子 説明
［LEVEL］つまみ インストの音量を調節します。

［TONE］つまみ バス・ドラム、スネア・ドラムのときは、ヘッドの張り具合、シンバルのときは、
音質を調節します。

［TUNING］つ
まみ

タムやコンガのピッチを調節します。

［DECAY］つまみ 音の響き具合を調節します。
左に回すと歯切れのよい音に、右に回すと伸びのある音になります。

［SNAPPY］つまみ スネア・ドラムの響き線にあたります。
左に回すと響き線をはずした音になります。

操作子 説明

インスト切替ス
イッチ

インストを選ぶスイッチです。同時に2つのインストをプレイしたり、書き
込んだりすることはできません。
LOW	CONGA	 	LOW	TOM、MID	CONGA	 	MID	TOM、
HI	CONGA	 	HI	TOM、CLAVES	 	RIM	SHOT、
MARACAS	  HAND	CLAP

6 シーケンサー・セクション

操作子 説明

［BASIC-VARIA-
TION］スイッチ

ベーシック・リズムのバリエーションを選ぶスイッチです。
A（またはB）の位置は、A（またはB）のリズム・パターンを繰り返します。
ABの位置では、AとBのリズム・パターンを交互に繰り返します。

メジャー・セレク
ター

自動でフィル・インを入れる間隔を選びます（オート・フィル・イン）。
MANUAL（自動でフィル・インは入りません）
16、12、8、4、2（単位は小節）

［I/F-VARIA-
TION］スイッチ

イントロ／フィル・インのバリエーションを選びます。

［START/STOP］
ボタン

リズム・パターンを再生／停止します。

［PRE-SCALE］ス
イッチ

ステップの音の長さを選びます。
1：8 分 3連符 3：16 分音符
2：16 分 3連符 4：32 分音符

1st PART ／ 2nd 
PART インジケー
ター

再生中のパートがどちらかを表示します。

［1］〜［12］ボ
タン

STEP NO［1］〜［12］／ BASIC RHYTHM［1］〜［12］
ステップごとにセレクト・スイッチで選んでいるインストをオン／オフします。
BASIC	RHYTHMに書き込まれたリズム・パターンを選びます。

［13］〜［16］ボ
タン

STEP NO［13］〜［16］／ INTRO/FILL IN［1］〜［4］
ステップごとにセレクト・スイッチで選んでいるインストをオン／オフします。
INTRO/FILL	INに書き込まれたリズム・パターンを選びます。

［TAP］ボタン イントロ使用時は、イントロのオン／オフを設定します。
フィル・イン使用時は、フィル・インを入れたい箇所でボタンを押します。

7 ［MENU/SUB STEP］ボタン
メニュー・モードになります。
パターン書込み中は、［MENU/SUB	STEP］ボタンを押しながら［1］～［16］ボタンを押すことでサブ・
ステップを打ち込むことができます。

リズム・パターンの再生／録音
記録した演奏情報を「リズム・パターン」と呼びます。
TR-08には256個のリズム・パターンと、それぞれのリズム・パターンに2つのバリエーション（A／ B）
があります。

リズム・パターンの再生

パターン・プレイ・モードにする
1. モード・スイッチを MANUAL PLAY にセットします。
INTRO/FILL	IN［1］～［4］インジケーターのいずれかが点灯し、BASIC	RHYTHM［1］～［12］の
いずれかのインジケーターが点滅します。

リズム・パターンを選ぶ
2. BASIC RHYTHM［1］〜［12］ボタンを押して、ベーシック・リズムを選びます。
選んだリズム・パターンのインジケーターが点滅します。

3. ［BASIC-VARIATION］スイッチをセットします。
ABを選ぶと、A（1小節目）とB（2小節目）が交互に演奏されます。

リズム・パターンの再生
4. ［START/STOP］ボタンを押します。
STEP	NOインジケーターが、左から右に向かって順に点灯していきます。

5. 各インストの［LEVEL］つまみで音量バランス、背面の［VOLUME］つまみで全体の音量を調節します。

パターンの連続再生
パターン選択時に、2つのボタンを同時に押すことで、複数のパターンを選ぶことができます。選んだパ
ターンは、連続再生されます。再生中のパターンは点滅します。

テンポの変更
6. ［TEMPO］ダイヤルまたは［FINE］つまみで演奏の速さ（40.00 〜 300.00 BPM）を調節します。

7. 停止するときは、もう一度［START/STOP］ボタンを押します。

イントロ／フィル・インの操作
演奏するベーシック・リズムの前にイントロを付けたり、演奏中のベーシック・リズムにフィル・インを入
れることができます。

イントロの付けかた
1. INTRO/FILL IN［1］〜［4］ボタンを押して、イントロ用のリズムを選びます。

2. ［I/F-VARIATION］スイッチをセットします。

3. ［TAP］ボタンを押します。
選んだイントロのインジケーターが点滅します。
イントロの演奏をキャンセルするときは、もう一度［TAP］ボタンを押します。

4. ［START/STOP］ボタンを押します。
イントロを1小節演奏してから、ベーシック・リズムの演奏に入ります。

フィル・インの入れかた
マニュアルのとき
1. メジャー・セレクターを「MANUAL」にセットします。

2. ［START/STOP］ボタンを押します。

3. INTRO/FILL IN［1］〜［4］ボタンを押して、フィル・イン用のリズムを選びます。

4. ［I/F-VARIATION］スイッチをセットします。

5. フィル・インを入れたい箇所で［TAP］ボタンを押します。
1 拍目を演奏中のときは2拍目から、それ以外のときは次の小節からフィル・インが入ります。

オート・フィル・インのとき
1. BASIC RHYTHM［1］〜［12］ボタンを押して、ベーシック・リズムを選びます。

2. ［BASIC-VARIATION］スイッチを任意の位置にセットします。

3. メジャー・セレクターでフィル・インを入れる間隔を選びます。
2（2小節ごと）、4（4小節ごと）、8（8小節ごと）、12（12小節ごと）、16（16小節ごと）

4. INTRO/FILL IN［1］〜［4］ボタンを押して、フィル・イン用のリズムを選びます。

5. ［START/STOP］ボタンを押します。
セットした小節ごとに自動的にフィル・インが入ります。
オート・フィル・インをキャンセルするときは、メジャー・セレクターをMANUALにセットします。

※	再生中に［TAP］ボタンを押しながら［1］～［16］ボタンを押すと、イントロ／フィル・インをリズム・パター
ン・ライトできます。

※	オート・フィル・イン設定中でも、［TAP］ボタンを使ってフィル・インを入れることができます。

リズム・パターンの録音
1 小節のパターンを録音／編集することを、TR-08では「リズム・パターン・ライト」と呼びます。リズム・
パターン・ライトには、以下の 2つの方法があります。

ステップ・ライト（ステップ・レコーディング）
インストごとに音を鳴らすステップを指定して、パターンを作成します。

ポジションを選んでクリアーする
ポジションとは、各リズム・パターンのAまたはBのことです。

1. モード・スイッチを「PATTERN CLEAR」にセットします。

2. BASIC RHYTHM［1］〜［12］ボタン（または INTRO/FILL IN［1］〜［4］ボタン）を押して、ベー
シック・リズム（イントロ／フィル・イン）を選びます。

3. ［BASIC-VARIATION］スイッチ（または［I/F-VARIATION］スイッチ）を A または B にセットします。

4. ［CLEAR］ボタンを押します。

ステップ数のセットとプリ・スケールを選ぶ
パートのステップ数をセットし、1拍のステップ数（PRE-SCALE）を選びます。
クリアー操作をすると、自動的に16ステップにセットされます。
TR-08では、1小節をいくつかに分割してSTEP	NO［1］～［16］ボタンに置き換えて書き込んでいます。
この分割の単位をステップと呼びます。
1小節を16分割したときは、1小節=	16ステップになります。

5. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 1st PART」にセットします。

6. ［START/STOP］ボタンを押します。

7. ［PRE-SCALE］スイッチを任意の位置にセットします。
パネル上の表示（スケール）は、それぞれ1拍分のステップ数を表しています。
［CLEAR］ボタンを押すと、PRE-SCALE の値が反映されます。

1拍 =	3ステップ
1拍=	6ステップ
1拍=	4ステップ
1拍=	8ステップ

8. ［CLEAR］ボタンを押しながら、STEP NO［1］〜［16］ボタンを押してステップ数をセットします。
セット時のバリエーション・スイッチの位置に関係なく、同一ベーシック・リズム（またはイントロ／フィル・
イン）内のA、Bは自動的に同じステップ数になります。

TR-08MIDI 機器

MIDI	INMIDI	OUT

TR-08 の概要

コンポーズ（12トラック）

トラック 1
1 〜 1000 小節

トラック 12
1 〜 1000 小節

リズム・パターン（256 パターン）

BASIC RHYTHM INTRO/FILL IN
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

A

B

1 つのリズム・パターン
（最大 32 ステップ）

1st パート： 1 〜 16 ステップ
2nd パート： 〜 32 ステップA
1st パート： 1 〜 16 ステップ
2nd パート： 〜 32 ステップB

ステップ数は A、B どちらもパートごとに
設定できます。

2nd パートは 1st パートの続きのステッ
プから始まります。

リズム・パターンは A、B どちらも 1 小
節分記憶できます。

1stパートから2ndパー
トへ自動でつなげて再
生します。
AとBは、［BASIC-
VARIATION］スイッチや
［I/F-VARIATION］ス
イッチで切り替えます。

リズム・パターンを並べ
て1曲分に組み立てる
ことができます。

コンポーズやプレイする
ときに読み書きする単
位です。



Aに16ステップのリズム・パターンが書き込まれているとき、Bに12ステップのリズム・パターンを書
き込もうとすると、ステップ数をセットした時点でAも12ステップにセットされてしまうのでご注意ください。
このときは、もう一度 16ステップにセットすると元に戻ります。

裏拍の入力
［MENU/SUB	STEP］ボタンを押しながらSTEP	NO［1］～［16］ボタンを押すと、1/2ステップ後ろ
にズレた位置に音を入力できます。

インスト別の書き込み
音を鳴らしたいステップを、STEP	NO［1］～［16］ボタンで指定します。

※	各インストのつまみやスイッチの位置は記憶されません。

9. セレクト・スイッチでインストを選びます。

10. 音を鳴らしたいステップを、STEP NO［1］〜［16］ボタンで指定します。

11. 他のインストやアクセントについても手順 9 〜 10 の操作を繰り返して書き込んでいきます。

12. 書き込みが終わったら、［START/STOP］ボタンを押します。

［1］～［16］ボタンの見かた
［1］～［16］ボタンの配列は、演奏していく時間の流れどおりに（左から右に）並んでいます。
この中に押されたボタンがあれば、そのステップのところで演奏されます。
書き込むときは、リズム・セレクト・ボタンではなく、ステップ・ナンバー・ボタンになります。

スケールに合わないリズム・パターンの書き込みかた
1つのプリ・スケールでは、書き込めないリズム・パターンでも、次のようにすれば書き込めます。

図のようなパターンを書き込んでいくとき、1小節目と3小節目はプリ・スケール 3で書き込め
ますが、2小節目は3連符が入るため、プリ・スケール 3（16ステップ）では書き込めません。
そこで、この 2小節目を分割し、2つの小節と考えると、1小節目はプリ・スケール 1（1小節
=	6ステップ）で、また2小節目はプリ・スケール 3（1小節=	8ステップ）で書き込むことが
できます。
書き込み後、この 2小節を続けてプレイさせれば、譜面どおりに演奏できます。

1st パート、2nd パートを使った録音
1. ポジションをクリアーしておきます。

&「ポジションを選んでクリアーする」
2. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 1st PART」にセットします。

3. ［START/STOP］ボタンを押します。

4. ［PRE-SCALE］スイッチを任意の位置にセットし、［CLEAR］ボタンを押します。

5. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 2nd PART」にセットします。

6. ［CLEAR］ボタンを押しながら、STEP NO［1］〜［16］ボタンを押してステップ数をセットします（1st
パートからの続きのステップ）。
このとき、LEDで表示しているステップの流れは、1st パートのステップ 1から2ndパートでセットした
ステップ数までの流れに替わります。

7. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 1st PART」にセットします。

8. セレクト・スイッチでインストを選びます。

9. 音を鳴らしたいステップを、STEP NO［1］〜［16］ボタンで指定します。

10. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 2nd PART」にセットします。

11. 続きのステップを、STEP NO［1］〜［16］ボタンで指定します。

12. 他のインスト、アクセントについても、手順 7 〜 11 の操作を繰り返して書き込んでいきます。
ステップの流れは、1st パート 2ndパートを繰り返しています。モード・スイッチを1st パートにセット
したときは、書き込めるパートは1st パートのみです。同様にモード・スイッチを2ndパートにセットした
ときは、書き込めるパートは2ndパートのみです。

13. 各インストの書き込みが終わったら、［START/STOP］ボタンを押します。

2nd パートの使いかた
クリアー操作によって、1stパート、2ndパートの両方がクリアーされます（このとき、1stパートは16ステッ
プ、2ndパートは0ステップにセットされます）。
2ndパートを使うときは、ステップ数をセットする必要があります。ステップ数は、1st パート、2ndパー
トに自由に振り分けることができます。

※	1st パートと2ndパートを合わせて1つのパターンになります。2ndパートだけを単独で使うことはでき
ません。

※	2ndパートのときも、同一ベーシック・リズム（またはイントロ／フィル・イン）内のバリエーションA、Bは、
同じステップ数になります。

※	［CLEAR］ボタンを押しながら［TAP］ボタンを押すと、2ndパートのステップ数を0にできます。

パターンのランダム生成機能
1. パターン書込み／再生中に、［MENU］ボタンを押しながら［TAP］ボタンを押します。
生成されたパターンは自動で書き込みされません。
［MENU］ボタンを押しながら［TAP］ボタンを長押しして書き込みます。
パターン・プレイ・モードのときはイントロ／フィル・インが生成されます。

タップ・ライト（リアルタイム・レコーディング）
インストごとに［TAP］ボタンでリアルタイムに録音して、パターンを作成します。

1. ポジションをクリアーしておきます。
&「ポジションを選んでクリアーする」

2. モード・スイッチを「PATTERN WRITE 1st PART」にセットします。

3. ［START/STOP］ボタンを押します。

4. ［PRE-SCALE］スイッチを任意の位置にセットし、［CLEAR］ボタンを押します。

5. セレクト・スイッチで、メトロノームとして使うインストを選びます（たとえば RS：リム・ショット）。

6. 拍の頭になる STEP NO［1］〜［16］ボタンを押します（メトロノームを鳴らすステップ）。

7. セレクト・スイッチで、タッピングで書き込むインストを選びます。

8. 入力したいタイミングで［TAP］ボタンを叩きます。

タッピングと同時に叩かれたタイミングに一番近いステップ・ナンバーの LEDが点灯します。
9. 他のインストやアクセントについても手順 7 〜 8 の操作を繰り返して書き込んでいきます。

10. 書き込みが終わったら、手順 5 で選んだインストをもう一度選び、メトロノームとして鳴らしていた音を
消します。

11. ［START/STOP］ボタンを押します。

メモリー
同じベーシック・リズム（またはイントロ／フィル・イン）内のAとBは、同じステップ数、プリ・スケー
ルになります。

インストのミュート・ソロ
インストのミュート
1. ［BANK/TEMPO/SHUFFLE］ボタンを押しながら［TRIGGER OUT］ボタンを押します。

2. ［BANK/TEMPO/SHUFFLE］と［TRIGGER OUT］ボタンを押したまま、［2］〜［12］でミュートす
るインストを選びます。

インストのソロ
1. ［BANK/TEMPO/SHUFFLE］ボタンを押しながら［TRIGGER OUT］ボタンを押します。

2. ［BANK/TEMPO/SHUFFLE］と［TRIGGER OUT］ボタンを押したまま、［TAP］で「SOLO」を選び
ます。

3. ［BANK/TEMPO/SHUFFLE］と［TRIGGER OUT］ボタンを押したまま、［2］〜［12］で SOLO に
するインストを選びます。

パターンをコピーする
※	コピー操作中は［TAP］ボタンを押したまま操作してください。［TAP］ボタンを離すとキャンセルになり
ます。

1. モード・スイッチを「1stPart」または「2ndPart」にします。

2. コピー先のパターンを選んだ状態で［TAP］ボタンを押したままにします。

3. （［TAP］ボタンを押したまま）［1］〜［16］のボタンを押してコピー元のパターンを選びます。

4. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押すと、コピーを実行します。

パターンを A-B 間でコピーする
1. モード・スイッチを「1stPart」または「2ndPart」にします。

2. コピーしたいパターンを選んだ状態で［TAP］ボタンを押したままにします。

3. （［TAP］ボタンを押したまま）［VALUE］つまみで表示を " A-b" または " b-A" にします。

4. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押すと、コピーを実行します。

リズム・トラックの録音／再生
コンポーズについて
書き込んだリズム・パターンを順々に切り替えて演奏させながら、コンポーズ（組み立て）していきます。

メモリー（記憶）について
トラックは、演奏されるリズム・パターンをそのまま記憶するのではなく、演奏させるリズム・パターンが
書き込まれているリズム・セレクト・スイッチ（ベーシック・リズム、イントロ／フィル・イン）の番号と、
その小節数と、演奏される順番を、1小節単位で記憶していきます。
トラック・プレイ時には、コンポーズ時どおりのベーシック（または I/F）バリエーション・スイッチの切り
替えが必要です。

小節を移動する
1. ［START/STOP］ボタンを押しながら、［1］〜［10］ボタンを押して移動先を選びます。
［16］ボタンを押すと、最終小節に移動します。

2. ［START/STOP］ボタンを離すと確定します。
［FINE］（VALUE）つまみを回して選ぶこともできます。

リズム・トラックのコンポーズ

トラックのセレクト／クリア
1. ストップ状態でモード・スイッチをリズム・トラックの「COMPOSE」にセットします。

2. セレクト・スイッチを任意の位置にセットします。

3. ［CLEAR］ボタンを押します。

コンポーズ（コンポーズ・モードが「OrG」の場合）
4. 1 小節目をセットし、［START/STOP］ボタンを押します。
リズムがスタートします。

5. リズム音を聞きながら、BASIC RHYTHM［1］〜［12］ボタン（または INTRO/FILL IN［1］〜［4］
ボタン、［TAP］ボタン）を切り替えていきます。

6. コンポーズする最後の小節が演奏されたら、この小節が終わるまでに［START/STOP］ボタンを押し
ます。
リズムが停止します。音が途切れても小節の最後まで記憶されています。
［START/STOP］ボタンが押された小節が最後の小節になります。

コンポーズしたリズム・パターンの一部（小節）を修正する
1. セレクト・スイッチでトラックを選び、［START/STOP］ボタンを押します。

2. 修正したい小節が演奏されると同時に修正するリズム・パターンに切り替えます。
※	フィル・イン・リズムを修正するときは、［TAP］ボタンを使わずにイントロ／フィル・イン・スイッチで切
り替えます。

※	コンポーズしたリズム・パターンの小節数だけを換えることはできません。小節数を変えるときは、もう
一度最初からコンポーズしてください。

小節をコピーする（Copy）
※	コピー操作中は［TAP］ボタンを押したまま操作してください。［TAP］ボタンを離すとキャンセルになり
ます。

1. コピー先の小節で［TAP］ボタンを押したままにします。

画面に「COPy」と表示されます。
例：5小節を選ぶと、4小節と5小節の間にペーストされます。

2. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押して、コピー元の開始小節を選びます。
画面表示は小節番号になります。
［1］～［10］ボタンか［VALUE］つまみで選びます。
［16］ボタンを押すと最終小節を選びます。

3. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押して、コピー元の終了小節を選びます。
［1］～［10］ボタンか［VALUE］つまみで選びます。
［16］ボタンを押すと最終小節を選びます。

4. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押すと、コピーを実行します。

小節を挿入する（Ins）
※	Ins 操作中は［TAP］ボタンを押したまま操作してください。［TAP］ボタンを離すとキャンセルになります。

1. 挿入先の小節で［TAP］ボタンを押しながら［VALUE］つまみで表示を「 InS」にします。
例：5小節を選ぶと、4小節と5小節の間に挿入されます。

2. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押して、挿入元の小節を選びます。
画面表示は小節番号になります。
［1］～［10］ボタンか［VALUE］つまみで選びます。
［16］ボタンを押すと最終小節を選びます。

3. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押すと、挿入を実行します。

小節を削除する（Del）
※	Del 操作中は［TAP］ボタンを押したまま操作してください。［TAP］ボタンを離すとキャンセルになります。

1. 削除したい小節で［TAP］ボタンを押しながら、［VALUE］つまみを回して「 dEL」を選びます。
2. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押して、終了小節を選びます。
画面表示は小節番号になります。
［1］～［10］ボタンか［VALUE］つまみで選びます。
［16］ボタンを押すと最終小節を選びます。

3. （［TAP］ボタンを押したまま）［START/STOP］ボタンを押すと、削除を実行します。

コンポーズ（コンポーズ・モードが「SteP」の場合）
1. コンポーズするトラックを選び、クリアーしておきます。

& 「トラックのセレクト／クリアー」
2. ［START/STOP］ボタンを押します。
リズムがスタートします。

3. BASIC RHYTHM［1］〜［12］ボタン（または INTRO/FILL IN［1］〜［4］ボタン）でリズム・パター
ンを選びます。

4. ［TAP］ボタンを押して、小節を進めます。

5. 手順 3 〜 4 の操作を繰り返します。

6. コンポーズする最後の小節を入力したら、［START/STOP］ボタンを押します。

リズム・トラックのプレイ
1. モード・スイッチをリズム・トラックの「PLAY」にセットします。

2. ベーシック・バリエーション・スイッチを 1 小節目の位置にセットします。

3. ［START/STOP］ボタンを押します。

4. 最後の小節が終わったら［START/STOP］ボタンを押します。
停止するまで繰り返し演奏を続けます。

リズム・トラックを切り替えたとき
トラック・プレイ時にセレクト・スイッチを切り替えたときは、演奏中のリズム・パターンを最後まで演奏
してから切り替えたトラックの 1小節目に移ります。

メニュー・モード
1. ［MENU］ボタンを押します。

2. ［VALUE］つまみで項目を変更します。

3. ［TAP］ボタンを押します。
［TAP］ボタンを押すたびに項目選択／値変更が切り替わります。

項目
（パラメーター） 値 説明

CONP
（COMP）

0～100 BDとSDにかけるコンプレッサー・レベルを調節します。

GAIn
（GAIN）

0～200
ゲインを調節します。
インストを［2］～［12］ボタンで選びます。

tUnE
（TUNE）

-128～127
各インストのチューニング（ピッチ）を調節します。BD、
RS、CP、CB、OH、CHの設定ができます。

dECy
（DECAY）

-128～127
余韻の長さを調節します。
SD、LT、MT、HT、RS、CP、CB、CHの設定ができます。

PAn
（PAN）

L64～C0～
r63

各インストのパン（左右の定位）を調節します（L64～
C0～ R63）。

bd
（BD TYPE）

nrN、L.dCy BDのタイプを選びます（Normal、Long	Decay）。

H.Ln 
（HiHat Link）

Off、On Onにすると、OHとCH（TuneとLevel）がリンクしま
す。リンクするとCH側の設定は無視されます。

CH
（MIDI チャンネル）

1～1b、Off MIDI 送受信チャンネルを設定します。

SynC
（MIDI クロック・ソー
ス）

AutO

MIDI	IN 端子またはUSB端子からMIDIクロックが入力
されたとき、自動的にMIDIクロックにテンポが同期しま
す。MIDI	IN 端子とUSB端子から同時にMIDIクロック
が入力されたときは、USB端子が優先されます。

Int
本体で設定したテンポで動作します。外部機器と同期し
たくないときは、この設定にします。

NiDi
MIDI	IN 端子から入力されたMIDIクロックにテンポが
同期します。

usB
USB端子から入力されたMIDIクロックにテンポが同期
します。

項目
（パラメーター） 値 説明

ThRv
（ソフト・スルー）

Off、On MIDI	IN 端子から入力した情報を、MIDI	OUT端子に
出力する（On）か、しない（OFF）かを設定します。

A.Off
（オート・オフ）

Off 自動的に電源が切れません。

30（分） 30分経つと自動で電源が切れます。
※	USB 接続時はオート・オフしません。

dENO
（LED デモ）

Off、1、3、
10（分） LEDデモに入るまでの時間を設定します。

PrG.N
（コンポーズ・モード）

OrG

TR-808と同じ操作で録音します。
スタートすると小節が進んでいくので、それに合わせて
パターンを切り替えて録音していくモードです。

SteP

TR-909 のような操作で録音します。
スタートした状態でパターンを選びます。［TAP］ボタン
を押すと、現在の小節に選んだパターンを書き込み、次
の小節に進みます。

t.PrN
（トラック・パラメーター）

AUtO、OFF テンポ／シャッフルをトラック選択時に自動で呼び出し
ます。

LvL.C
（レベル・カーブ）

nrN、SpL
［LEVEL］つまみのカーブを設定します。
設定後に［LEVEL］つまみを動かすと、レベル・カーブ
の設定が反映されます。

USB.O
（USB MIXアウトプット）

Off、On

各インストをUSB	MIXから出力するか／しないかを設
定します。
［2］～［12］ボタンを点滅させたインストは出力し、点
灯させたインストは出力しません。

OUt
（パラ・アウト）

Off、On

OUTPUT端子（ステレオ・ミニ）の出力を左右チャンネ
ルに分けて、設定したサウンドをパラ・アウトします。
設定時に［2］～［12］ボタンを点滅させたサウンドを右チャ
ンネルから、点灯させたサウンドを左チャンネルからパラ・
アウトします。
※	ステレオで出力するときは、すべてのボタンを点灯させて
ください。

4. ［VALUE］つまみで設定値を変更します。

5. 設定が終わったら［MENU］ボタンを押して MENU を抜けます。

テンポを変更する
1. ［TEMPO］つまみを回します。
※	［BANK/TEMPO/SHUFFLE］ボタンを押すとファイン・テンポの設定に変わります。もう一度押すと通
常のテンポ設定に戻ります。

テンポ／シャッフルの記憶・呼び出し
トラックにテンポとシャッフルを記憶させることができます。

テンポ／シャッフルの呼出し
1. モード・スイッチが「PLAY」または「COMPOSE」の状態で、［BANK/TEMPO/SHUFFLE］ボタン

を押しながら［TAP］ボタンを押します。
※	Track	Paramが Auto のときはトラック選択時に自動で呼び出されます。

テンポ／シャッフルの記憶
1. モード・スイッチが「COMPOSE」の状態で、［BANK/TEMPO/SHUFFLE］ボタンを押しながら［TAP］

を長押します。

バッテリー動作固定モード
USBポートに接続しても、バス電源に切り替わらないモードです。
電源供給能力のないUSBポートでもご使用になることができます。

1. ［9］ボタンを押しながら電源を入れます。

主な仕様
ローランドTR-08：リズム・コンポーザー

電源 充電式ニッケル水素電池（単 3形）×4、アルカリ電池（単 3形）×4、
USBバス電源

消費電流 500mA（USBバス電源）
外形寸法 308（幅）×130（奥行）×51（高さ）mm
質量 1.3kg（電池、ブティーク・ドック含む）

付属品
ブティーク・ドック：DK-01、取扱説明書、DK-01 取扱説明書、	
安全上のご注意チラシ、保証書、ローランド	ユーザー登録カード、	
アルカリ電池（単 3形）×4

※	本書は、発行時点での製品仕様を説明しています。最新情報についてはローランド・ホームページをご
覧ください。

知的財産権について
製品に内蔵、付属されたコンテンツ（音色波形データ、スタイル・データ、伴奏パターン、フレーズ・デー
タ、オーディオ・ループ、画像データなど）の著作権は当社が保有しています。
製品に内蔵、付属されたコンテンツ（ただしデモ曲などの楽曲データは除く）を素材として、お客様が新
たな作品を制作、演奏、録音、配布をすることに関しては、当社の許諾を必要としません。
製品に内蔵、付属されたコンテンツを、そのまま、もしくは酷似した形態で取り出し、別の記録媒体に固
定して配布したり、コンピューター・ネットワークを通じて公開したりすることはできません。


